
な
お
私
見
を
は
さ
み
、
執
筆
者
に
失
礼
に
な
る
が
、
現
代
で
も
世
界

的
に
み
れ
ば
ま
だ
消
滅
し
て
い
な
い
、
人
畜
共
通
感
染
病
「
狂
犬
」
に

関
す
る
初
期
文
献
で
あ
る
、
江
戸
中
期
の
元
文
一
（
一
七
三
六
）
に
刊
行

さ
れ
た
「
狂
犬
咬
傷
治
方
」
連
山
野
呂
元
丈
著
が
本
書
に
収
め
ら
れ
て

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
分
野
の
研
究
に
長
年
に
わ
た
り
尽
さ
れ
て

い
る
方
々
だ
け
に
、
う
な
づ
け
な
い
感
じ
を
受
け
た
。
出
版
に
は
い
ろ

い
ろ
な
事
情
が
伴
う
も
の
で
あ
る
が
、
何
か
の
機
会
に
本
書
七
資
料
の

中
に
『
狂
犬
咬
傷
治
方
」
を
加
え
て
い
た
だ
き
た
く
願
っ
て
い
る
（
妄
言

多
謝
）
。

前
後
す
る
が
、
全
集
の
初
章
を
飾
る
、
松
尾
氏
執
筆
の
総
合
解
題
「
近

世
日
本
の
畜
産
と
獣
医
術
」
は
、
徳
川
幕
府
創
建
時
代
か
ら
出
立
し
て
、

漢
方
流
全
盛
期
を
経
て
蘭
方
技
術
の
導
入
さ
れ
る
ま
で
の
、
わ
が
国
獣

医
界
の
流
れ
を
眺
望
し
た
三
○
ペ
ー
ジ
の
労
作
で
あ
り
、
高
く
評
価
さ

れ
る
文
献
で
あ
る
。

な
お
医
史
学
と
獣
医
史
学
は
、
そ
の
研
究
過
程
に
於
て
、
一
致
す
る

史
実
が
発
見
さ
れ
る
点
か
ら
も
、
両
者
を
結
ぶ
合
同
研
究
が
、
今
後
ま

す
ま
す
進
展
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
坂
本
男
）

〔
農
山
漁
村
文
化
協
会
”
東
京
都
港
区
赤
坂
セ
ノ
六
ノ
ー
電
話
○
三
’

三
五
八
五
’
二
四
五
、
一
九
九
六
年
六
月
発
行
、
Ａ
五
判
函
入
、
六
三

二
頁
、
定
価
七
、
○
○
○
円
〕

本
書
の
原
著
者
は
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
、
米
国
で
は
高
名
な
方

の
よ
う
で
あ
る
。
一
九
八
二
年
に
亡
く
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
そ

ろ
そ
ろ
没
後
十
五
年
を
数
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
フ
ル
ネ
ー
ム

を
知
り
た
い
と
思
い
探
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
害
中
に
見
出
せ
な
か
っ

た
し
、
コ
ー
ル
ダ
ー
と
い
う
姓
の
横
文
字
綴
り
も
不
明
で
あ
る
。
元
々
、

高
校
生
向
き
の
医
学
史
啓
蒙
害
だ
か
ら
、
そ
こ
ま
で
は
不
要
と
云
っ
て

し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
な
の
だ
が
…
…
。

原
タ
イ
ト
ル
は
、
冨
巴
冒
吊
鯉
且
三
四
国
で
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
、

弓
胃
陣
Ｃ
ｑ
ａ
弓
胃
醒
耳
曽
己
牌
帝
邑
８
ａ
函
①
巴
言
い
と
な
っ
て
い

る
。

せ
っ
か
く
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
と
い
う
言
葉
が
、
日
本
語
版
の
書
名
に
生

か
せ
切
れ
な
か
っ
た
の
は
、
如
何
な
る
手
ち
が
い
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
の
腰
巻
に
、
呪
術
か
ら
科
学
へ
、
マ
ク
ロ
な
目
で
み
る
《
癒
し
の
術
》
、

と
い
う
文
字
が
お
ど
っ
て
い
る
。

本
の
内
容
か
ら
考
え
る
と
、
む
し
ろ
こ
ち
ら
の
方
の
文
字
を
利
用
し

た
訳
本
タ
イ
ト
ル
に
し
て
貰
い
た
か
っ
た
。

本
文
は
、
次
の
十
二
部
か
ら
な
っ
て
い
る
。

第
１
部
イ
モ
リ
の
目
と
カ
エ
ル
の
趾

第
２
部
悪
魔
、
半
神
半
人
、
医
師

第
３
部
暗
黒
の
千
年

第
４
部
偉
大
な
る
進
展
（
１
）
再
び
光
明
を

Ｒ
・
コ
ー
ル
ダ
ー
著
／
佐
久
間
昭
訳

『
物
語
・
人
間
の
医
学
史
」
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第
５
部
偉
大
な
る
進
展
（
Ⅱ
）
精
神
の
座

第
６
部
偉
大
な
る
進
展
（
Ⅲ
）
消
化
の
働
き

第
７
部
偉
大
な
る
進
展
（
Ⅳ
）
生
体
国
家

第
８
部
偉
大
な
る
進
展
（
Ｖ
）
微
量
活
性
物
質

第
９
部
痛
み
の
征
服

第
Ⅲ
部
感
染
症
の
征
服

第
Ⅱ
部
残
さ
れ
た
仕
事

第
吃
部
健
康
な
世
界
の
健
康
な
人
間

各
部
の
は
じ
め
に
引
用
さ
れ
て
い
る
文
章
は
、
聖
書
を
は
じ
め
、
い

ろ
い
ろ
な
本
か
ら
の
抜
き
書
き
で
少
々
長
い
も
の
も
あ
り
、
西
洋
人
の

好
む
筬
言
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
は
ほ
ど
遠
い
。
こ
の
様
な
形
は
原
著
者

の
作
風
だ
か
ら
仕
方
の
な
い
問
題
で
あ
る
。

例
を
あ
げ
る
と
、
第
１
部
の
書
き
出
し
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

〃
医
学
は
…
…
僧
侶
か
ら
ア
ン
チ
モ
ン
の
使
い
方
を
、
イ
エ
ズ
ス
会

士
か
ら
お
こ
り
の
治
療
を
、
托
鉢
の
修
道
士
か
ら
切
石
術
を
、
兵
士
か

ら
痛
風
の
治
療
を
（
中
略
）
習
っ
た
。

オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
ウ
ェ
ン
デ
ル
・
ホ
ー
ム
ズ

『
医
学
エ
ッ
セ
イ
」
ボ
ス
ト
ン
・
一
八
八
三
〃

そ
し
て
そ
の
第
５
項
に
「
兵
士
」
が
あ
げ
ら
れ
〃
ホ
ー
ム
ズ
が
書
い

て
い
る
兵
士
と
は
、
ト
マ
ス
・
シ
デ
ナ
ム
の
こ
と
で
、
彼
は
イ
ギ
リ
ス

市
民
戦
争
の
折
に
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
騎
兵
隊
に
所
属
し
て
い
た
。
歴
史

家
は
彼
を
「
医
師
に
変
わ
っ
た
騎
兵
」
と
呼
ん
で
い
る
。
〃
と
い
う
文
章

で
項
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
臨
床
医
学
の
父
、
シ
デ
ナ
ム
の
活
躍
し
た
時
代
の
医
学

の
特
性
（
場
あ
た
り
的
な
治
療
法
）
を
あ
げ
る
一
方
で
、
シ
デ
ナ
ム
の
科

学
的
治
療
法
の
開
発
に
ふ
れ
て
い
る
。
痛
風
患
者
に
節
食
と
安
静
、
新

鮮
な
空
気
、
乗
馬
、
そ
し
て
彼
は
万
事
に
わ
た
る
中
庸
を
す
す
め
た
。

標
的
は
鯨
飲
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
彼
の
業
蹟
と
し
て
、
植
物
性
治
療
薬

の
研
究
か
ら
キ
ニ
ー
ネ
の
新
し
い
性
質
を
認
め
、
貧
血
に
お
け
る
鉄
の

強
壮
剤
の
働
き
を
認
識
し
、
梅
毒
患
者
の
水
銀
治
療
法
を
開
発
し
た
こ

と
等
を
あ
げ
て
あ
る
。

西
洋
医
学
史
が
苦
手
な
小
生
に
も
、
こ
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
ち

り
ば
め
ら
れ
た
歴
史
は
、
割
と
楽
に
読
め
る
と
思
っ
た
が
、
原
著
者
の

文
体
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
特
有
の
も
の
が
あ
る
よ
う
で
、
そ
う
気
楽
に

読
め
る
物
語
で
は
な
か
っ
た
。

〃
訳
者
あ
と
が
き
〃
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
原
始
的
呪
術
な
ど

に
よ
る
病
気
と
の
対
決
、
次
い
で
い
わ
ゆ
る
伝
統
医
学
を
経
て
、
経
験

的
、
直
感
的
な
医
学
が
実
験
的
、
論
理
的
な
近
代
医
学
に
変
り
」
ゆ
く

二
千
年
以
上
の
「
道
程
に
お
け
る
い
く
つ
も
の
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
」

が
数
多
く
も
り
こ
ま
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
一
九
六
○
年
以
降
の

変
化
を
、
次
の
時
代
の
医
学
へ
の
大
き
な
キ
ー
・
ワ
ー
ド
と
し
て
示
唆

し
て
い
る
。

内
容
の
夫
々
は
面
白
い
の
で
あ
る
が
、
タ
イ
ト
ル
に
こ
だ
わ
れ
ば
、

異
色
の
医
学
史
と
い
う
べ
き
か
。
訳
者
の
ご
苦
労
を
多
と
す
る
。

（
中
西
淳
朗
）

〔
平
凡
社
刊
“
東
京
都
目
黒
区
碑
文
谷
五
’
一
六
’
一
九
、
電
話
○
三
’
五

七
二
一
’
一
二
三
四
、
一
九
九
六
年
三
月
発
刊
、
四
六
判
、
三
六
八
頁
、

二
、
九
○
○
円
〕
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